
田

口

紘

ンターは、 ける

していくかについて、

していくことを目的としている

f学びの社・ ブロジ、ェクトム「オープンクラス」、 fセンタ

jを主たる活動として進めてきた。

そし

て、

コ…
コースjは、

それぞれの学関領域における

し、知の探究の楽しみと

る。

ちが、

スタイルなどについて、わかりや

してもらうという巨的で開設された

ることにより、各自

すく

将来のヴィジョンを広げ、キャリア・デザインの形成へと され

ている。

メンテナンス

地

されたむ

J,J lぐに、

コースごとにアンケートを

ているため、

したが、ここで

ス
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り方や方法をさら

るということを知り、

3コース

をきっかけとして、日本と様々な国との交流が深まる中で、他国についてさらに理解する必

る必要があるとの られた。 ょっ る

うこと きたようであるむ

るという意見が見られたc 異文化に触れる中で新たな菌から人間の発達について考えること

ができたようである。

－第4コース

うことで、アンケートにお

いても

る必要のある点

いるため、それらを幅広く

、知
」剛申日

とができたようであるむまた、

習したいという もあった。

、カウンセリングやメンタルケアだけでなく、

く見られた。

ということも

ち

－第 1コース

しつつある中で、 との関わり、 と －生

いうことを

2コース

いて学びたいという意見が見られるむ教育と

ら考えていきたいという生徒が多かったようである。

こと どもの印象に残るよう

たようである。

、
っ
と之

Jてーレとにはどうしたらいいのかをさら

もへの教え方について詳しく という たG

－第 3コース

中国の分化に触れることを通して、中

していきたいという回答が見られたc

．第4コース

という屈について、これから生徒岳

のか深く考えてみたいという回答が見られる。

5コース

、中国と日本の関係についてさらに理

るテスト どのよう ている

という

という生徒もいたむ

ったcまた、
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後の展望について議論を進めてきた。

具体的には、①公開研究会の開催②研究会の成果の共有の二つの活動に取り組んで、きた。以下、

その内容を示す。

①公開研究会

に関わる様々な問題についての公開研究会や、実践報告を行った。

高校教育全体に関わる問題として、（a）高大接続問題、（b）高校教育と職業世界との接続、（c)

戦後高校教育改革の課題、の三点を掲げ、研究者を招いて公開研究会を行なった。また、

実践の課題として、（a）大学入試と高校教育、（b）高校におけるキャリア教育を掲げ、間様に公

開研究会を開催した。さらに、前述のような課題の中で、高校現場ではどのように教育実践に取り

組んでいるのかを、複数の高校種の現場の教員の方々を招いて実践報告をしていただいた。

第 1回公開研究会（2012年 2月27B （月） 14 : 00 -17 : 00) 

講師：佐々木隆生北農学問大学教授

テーマ： をめぐる現状と問題点～現仔の大学入試制疫の問題点J

第2自公開研究会（2012年3月注目（土） 14 : 00 -17 : 00) 

講師：

テーマ： f大学入試制度下での高校教育の現状と

講師：佐々木隆生北星学園大学教授（北海道大学名誉教授）

テーマ：川高大接続入試jが提起するものj

第 3回公開研究会（2012年4月紅白（土） 14 : 00 -17 : 00) 

講師：佐々木隆生北星学園大学教授（北海：道大学名誉教授）

テーマ：「高大接続問題解決の手段としての『高大接続テストjの制度設計と

第4回公開研究会（2012年5丹19臼

講師：児美川孝一郎法政大学教授

18: 00-20: 00) 

テーマ：「職業との接続から見た高校教育の現状と課題j

第5詔公開研究会（日時： 2012年6月23日（土） 13 : 00 -17 : 00) 

講師：跡部重夫氏（塾の会・愛知 テスト委員会代表（名東ゼミナール主宰））

テーマ：「将来の人生を見つめ

実践報告：今井雅人氏

－大学選ぴ一塾の進路指導現場からの報告J

）、袴田陽士氏（高等学校教員）

第6回公開研究会（日時： 2012年7月21日 14 : 00-17 : 00) 

44-



：小池由美子氏

テーマ： と くりの試み－J

第ア回公開研究会（日時： 2012年10月27日 17 : 00-19 : 00) 

テーマ： fキャリ －社会の主人公になるために－J

第8 14：〔）む－ 17: 00) 

テーマ： り

第9［現公開研究会・シンポジウム（日時： 2012年12丹22B （土） 13 : 00 -17 : 00) 

シンポジウムテーマ：高校教育改革の今日的動向一高校に関われる「費保障Jとは

テーマ：

パネリスト：佐々

パネリスト：佐々

らJ

との接続の観点から」

（日時： 2013年1月12日 （土） 14 : 00 -17 : 00) 

－小山氏氏（大阪・

テーマ：「単位irilJ.通信制高校の取り組み（板）J

テーマ：「今後のキャ l)

けるテ守ユアルシステム

を どう るかー

（吾持： 2013年2月23自 （土） 14 : 00 -17 : 00) 

テーマ： 一国際的動向から

（日時： 2013年3月16日 （土） 14 : 00…17 : 00) 

（坂）

②公開萌究会の成果の共有

ウェブサイト した。ウェブサイトでは、（a) 、、，
j
f
r

Lυ 

／
’

e
‘、、
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公開研究会で配和された資料及び当呂の報告記録の掲載を行い、研究会や研究会での報告やそこで

の論点を広く共有することに努めた。

く名吉屋大学CoREF公式ウェブサイト＞

http:/ /www.educa.nagoyaぺ1.ac.jp/faculty/ueda/CoREFHP /index.html 

(2）活動の成果及び今後の課題

①活動の成果

1)学校現場である高校教育への高校教育の現状と課題の共有

公開研究会には最大で30名以上が参加した（2012年日月までで）。特に、現職の高校教員の参加

が多く見られ、熱心に議論に参加された。また、塾関係者も参加することで、議論の幅はさらに拡

がった。このことから、公開研究会を通して、高校教官の現状と課題の共有と、今後の展望につい

ての論点の整理を行うことができたG また、ウェブサイトの活用により、研究会の開館情報、及び

成果を広く伝えることができた。

2）高校教育関係者のネットワーク講築

公開研究会は、現職の高校教員同士、あるいは高校教育研究者と高校教員の交流の場ともなって

いた。近隣地域における高校教員同士のつながりが構築されたことにより、今後の具体的な

育実践の創出のためのネットワーク形成が組織されたと考える。

さらに、公式ウェブサイトで公開した情報がきっかけとなり、実践報告を行っ

学が行われるなど、主催者の手を離れた場での交流も進みつつある。こうしたことが今技続けば、

広域なネットワークが構築される可能性も考えられるだろう。

②今後の課題

戦後、わが国の高校教育（後期中等教育）は数次にわたる改革を経て今日に圭っており、高校進学

率は今や98%という水準にまで達している G しかし、そのことは、決して完全な中等教育が普及し

たことを意味しているわけではない。高度経済成長期には、産業界からの学校教育への社会的要請

を理由として、高校教育制度の「多様化Jが進められ、その後、進学率の増大により

が大きく変化したことを理出として、さらなる高校教育制定の「多様化Jが進められてきた。

このような形で「多様化Jを重ねてきた高校教育が、近年、高等教育への接続につ

摘されるようになってきている。さらには、職業世界との接続においても重大な問題が在在してい

ることも明らかにされてきている。このように、高校教育において

との接続の観点から、改めてその改革が議論されるようになってきている。こうした状況の中、わ

が国における戦後の高校教育改革とは何であったのか、また、現在、それらはいかなる誕達点にあっ

て、イ可が課題となっているのかを明らかにすることが求められていると考える。

同時に、現在多諜な問題を抱える高校現場において、どういった取り組みが行われているのか、

その実践から本質的な課題や論点を抽出することも必要となろう。また、高校現場・高校教育研究

者の連携を通して、問題状況の把握及び解決のための方途を構築することも重要である。
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これまでの活動を通して、

ついて

崩しつつ、 も

いて多少なりとも

通して講築さ

に取り組んでいく

-47 

これら

ネットワークを活

るだろう c











滋欝韓議議益 塁審

1・

し

ください）

4 題（）
ぷ急 盟（）

4 題（）

4 題（）

りがとう」 した。

日－

1見草毘〈大） 2 ）／ 3 ）／ヰ

1 J考7盟 2 ）／ 3 ) /4 

1 j考8 器 （主主） 之 ）／ 3 ) /4  

1月号霞 2 ）／ 3 〉／ヰ

中等教育講究センター

名 －高等学校内
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オ｝ブン＠クラスへのお誘い

教育発達科学研究科附属中等教育研究センター

センタ｝長植田健男

2005年より全学に向けて附属学校オープンクラスを開催し飴めましたが、たいへんご好評を頂き、

今や附属学校の恒例行事となっております。今年度は、 11月68～9日の四日開にわたって開催さ

せて頭くことになりました。

附属学校は、総合研究大学における附属中学・高等学校として、高等教育を充実させるために必

要な中等教育の改善に関する実験的研究開発に取り組んできました。先の学官指導要領に書かれる

前から実践を積み重ねてきた独自の稔合学胃「総合人間科Jをはじめ、 2000（平成12）年に盟立問

属では唯一の「併設型中高一貫校 ラス、高校各学年3クラス）となってからは、 fサ

イエンス・ 1）テラシープロジェクト IJゃ fサイエンス・ 1）テラシープロジ、エクト IIJなど特色あ

る授業を展開するとともに、各部局の先生方のご協力を環きながら「学びの杜・学栴コースjをは

じめ、大学との連携をいっそう追求してきています。

また、 2005年度以降、高校での学びがどのよう

践研究を進めており、 2006年には附属学校として3冊目

と接続するかという課題にi到し

f学び、をつなぎ未来を拓くj

を刊行いたしました。その後、2009年度からは短期集中型応大連携企画「中津川プロジェクトj

の実施や名古屋大学全学教育科目「基礎セミナーjへの耐震3高校生の参加が始まり、さらにはスー

パー・サイエンス・ハイスクール（SS耳）のプログラムも2011年度から第二期日に入るなど、

との連携を一層深めてきております。

ぜひとも、この機会に附属学校にお越し環いて、授業を通じて新たな教育の取り組みや中・

生たちの活動を実際にご覧頂ければ幸いです。

ご指導のほど、何とぞよろしくお願い致します。

《オープンクラス スケジュール》

1. 日程： 2012年11月6日 （火）～ 11月9日 （金）

2.公開授業の時障帯

午前9時40分（2限目）～ 12時30分（4課目） (4臼間とも）

*2時限目： 9:40～ 10: 30 / 3時限目 10: 40～ 11: 30 / 4時限日 11 : 40～ 12: 30 

3. 控え主主・休憩場所

第l会議室（1階） ＊本校教員がご案内します0

4. お構い合わせ先

内線： 2680（附属学校職員窓）
さんこだ

：石川・三小田

E-mail: kumi@highschl.educa.nagoya-u.ac.jp 
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5. 

日 11月9日（金）

内

A

ん
i
e
1
i

け
中

ハV
円
く
U

ハ
u

j

o

－
－
zム

怨
～ハVAム

ハ吋
υ

3限

10: 40～ 11 : 30 

4ド長
11 : 40～ 12: 30 I （ノyr,号、

より、文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール（SS耳）

受けていますc サイエンスリテラシープロジェクト立（SLPII）はSSHプログラムの一つです。

日「自然と脊学jは理．科・数学・社会の教員がTTで、担当しますむ 2限日の高lA、3限目

します。 2［袈日 3眼

呂

ぃンベムホノ々ーン
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